
原
発
は
高
く
て
、
こ

れ
か
ら
も
っ
と
高
く

な
る政

府
や
産
業
界
の
一

部
は
「
原
発
は
安
い
」

と
主
張
し
て
い
て
、
そ

れ
を
信
じ
て
し
ま
っ
て

い
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
原
発
に
対

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
政
府
補
助
金
が
国

民
か
ら
は
見
え
に
く
い

形
で
供
与
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
再
エ
ネ
や
省
エ

ネ
に
対
す
る
補
助
金
の

比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
、
実
は
、

す
で
に
現
状
に
お
い
て

他
の
電
源
に
比
較
し
て

発
電
コ
ス
ト
が
最
も
高

く
、
さ
ら
に
高
騰
す
る

リ
ス
ク
が
あ
る
原
発
建

設
に
は
、
既
存
の
原
発

補
助
金
や
制
度
で
は
と

て
も
足
り
な
い
、
あ
る

い
は
対
応
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
新
た
に
考

案
さ
れ
た
の
がR

A
B

モ

デ
ル
で
す
。

す
な
わ
ち
、R

A
B

モ

デ
ル
の
導
入
自
体
が
、

今
後
は
よ
り
巨
額
の
補

助
金
が
原
発
の
建
設
・

維
持
に
は
必
要
と
な
る

こ
と
を
証
明
し
て
い
ま

す
。原

発
は
リ
ス
ク
も

コ
ス
ト
も
国
民
に
転

嫁
し
な
い
と
成
立
し

な
い
超
大
型
不
良
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

英
国
や
日
本
に
お
い

て
政
府
がR

A
B

モ
デ
ル

を
導
入
し
よ
う
と
す
る

理
由
は
、
「
発
電
事
業

者
や
投
資
家
が
要
求
す

る
か
ら
」
と
い
う
単
純

な
も
の
で
す
。
原
発
は
、

電
力
市
場
で
の
競
争
力

は
な
く
、
リ
ス
ク
や
コ

ス
ト
を
ほ
ぼ
全
て
需
要

者
（
国
民
）
に
転
嫁
し

な
け
れ
ば
事
業
者
や
投

資
家
が
集
ま
ら
な
い
超

大
型
不
良
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
の
で
す
。

実
は
、
か
つ
て
は
英

国
政
府
自
体
が
、R

A
B

モ
デ
ル
は
効
率
性
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
つ
な
が
る
市
場
や
競

争
圧
力
の
メ
リ
ッ
ト
を

す
べ
て
犠
牲
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
英
国
政
府

と
し
て
は
魅
力
的
な
選

択
肢
だ
と
は
考
え
な
い
、

と
断
じ
て
い
ま
す
。

原
発
の
発
電
コ
ス

ト
は
再
エ
ネ
の
数
倍

で
は
ど
の
く
ら
い
高

い
の
か
？

最
近
の
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
発
電
コ
ス
ト

（
円
/k

W
h

）
に
関
し

て
、
原
発
の
新
設
は
再

エ
ネ
新
設
よ
り
も
数
倍

高
く
、
既
存
原
発
の
運

転
期
間
延
長
で
さ
え
、

再
エ
ネ
新
設
あ
る
い
は

再
エ
ネ
新
設
と
蓄
電
池

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

と
同
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

実
際
に
、
過
去
10
年

間
で
太
陽
光
発
電
は
約

10
分
の
1
、
風
力
発
電

は
約
３
分
の
1
に
、
蓄

電
池
の
価
格
も
、
約
３

分
の
1
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
原
発
の
新
設
コ

ス
ト
は
数
倍
に
な
り
、

運
転
コ
ス
ト
も
大
き
く

上
昇
し
て
い
ま
す
。

身近に潜んでいる!

有害アルミニュウムから身を守る
アルミニウムは食品や調理器具、衣料品など、身

近な製品に多くつかわれています。

軽くて便利なイメージがありますが、じつはご

く微量でも体にたまると悪影響がある可能性があ

るのをご存じですか。どんな製品が該当するかを

知り、それらを避けることである程度はリスクを

下げられます。

アルミニウムを含む身近な製品例
●食品添加物（膨張剤、着色料などの一部）

●医薬品（胃腸薬、アスピリン製剤等）

●調理器具（鍋、ボウル、トイレ、アルミ箔など）

●アルミパウチ（レトルト食品等）

●日用品・化粧品（日焼け止め、制汗剤、口紅等）

●ワクチン（免疫原性を高める成分として使用）

●水道水（浄水場での処理の過程で使用）

考えられるリスク

たまる場所 脳・毛髪・腎臓・子宮・

骨
体内での吸収率は約１%であり、そのほとんどは

排泄されるといわれますが、ごく微量でもたまる

と悪影響がある場合があります。

〇脳にたまるとアルツハイマー病など

〇母乳から発達障害、行動障害、胎児・乳児の脳

神経への影響

排泄される場所 毛髪・母乳・尿と便

リスクを最小限にするには
●適度な運動で血流を良くする

●ぬるめのお湯にゆっくり浸かる

●腸内環境を整える

●植物繊維、発酵食品、ミネラル、ビタミンが豊

富な食事をする

アルミニウムを体にためこまないポイン

ト
●レトルトパックは中身を出して温める

●継続して使用するものはアルミニウム不使用を

選ぶ

●調理器具からの溶出に注意

アルミニウムは酸と反応するため、アルミ缶鍋や

アルミ箔などは果物やトマト、酢などの過熱調理

品の保存には使用しない

建
交
労

第
27
回
定
期
大
会
が
８
月
30
・
31
日
（
土
・
日
）
に
群
馬
県
安
中
市
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催

さ
れ
、
須
藤
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
足
立
浩
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
後
、
全
労
連
委
員
長
秋
山
正
臣
さ
ん
か
ら
来
賓
あ
い
さ

つ
を
頂
き
。
２
０
２
５
年
度
の
活
動
報
告
・
一
般
会
計
報
告
・
業
務
部
会
・
階
層
別
報

告
や
２
０
２
６
年
度
の
方
針
案
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
２
０
２
６
年
度

の
方
針
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
の
声
を
反
映
し
た
議
論
が
多
く
、
地
域
格
差
や
最
低
賃
金
の
課
題
に
対
す
る
取

り
組
み
・
組
織
拡
大
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
月
刊
誌
建
交

労
に
掲
載
さ
れ
ま
す
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
大
幅
賃
上
げ
・
雇
用
と
仕
事
を
守
る
運
動
を
広
げ
よ
う
。
全
組
合
員

が
参
加
す
る
要
求
闘
争
・
組
織
活
動
を
今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
、
引
き
続
き
組
合
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ

１
７
１

R
A
B

モ
デ
ル

２

１９３

お
知
ら
せ

建
交
労
東
日
本
本
部
第
27
会
定
期
大

会
日

時

９
月
27
日
（
土
）
13
時

場

所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
８
０
５
号

盛
岡
地
域
労
連
定
期
大
会

日

時

10
月
10
日
（
金
）

18
時
15
分

場

所

県
民
会
館
会
議
室

建
交
労
岩
手
本
部
第
27
会
定
期
大
会

日

時

10
月
26
日
（
日
）
10
時

場

所

ア
イ
ー
ナ
会
議
室
７
０
２

建
交
労
岩
手
本
部
交
流
会

日

時

10
月
25
日
（
土
）
19
時

場

所

盛
岡
炭
火
居
酒
屋

原
価
市
場

盛
岡
市
大
通

白
崎
二
番
館
２F

会

費

組
合
補
助
あ
り

建
交
労
11
・
６
中
央
行
動

国
土
交
通
省
前
宣
伝

10
時

建交労鉄道

建交労鉄道

２０２５年９月1６日
NO １９３号
発行責任者
須藤清成

第1９３号（P3） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年 ９月１６日第1９３号（P1） 建交労鉄道岩手地本新聞 2025年９月16日

建
交
労
岩
手
農
林
支
部

の
『
支
部
交
流
会

i
n

函
館
』
が
、
９
月
15

・

16
日
に
開
催
さ
れ
、
60

名
の
仲
間
と
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
！

初
日
の
お
昼
は
、
レ

ン
ガ
館
に
あ
る
「
函
館

ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
で
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
を
堪
能
。
サ
ッ

ポ
ロ
ク
ラ
シ
ッ
ク
も
ほ

ど
ほ
ど
に
…
と
言
い
つ

つ
、
つ
い
つ
い
飲
み
す

ぎ
ち
ゃ
う
ほ
ど
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

観
光
の
ス
タ
ー
ト
は

「
道
の
駅
し
か
べ
」
間

歇
泉
公
園
。
地
面
か
ら

定
期
的
に
噴
き
出
す
温

泉
の
迫
力
に
び
っ
く
り
！

そ
の
温
泉
が
流
れ
込
む

足
湯
で
旅
の
疲
れ
を
癒

し
、
足
も
心
も
軽
く
な

り
ま
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
の
は

「
道
の
駅
縄
文
ロ
マ
ン

南
か
や
べ
」
。
国
宝
の

土
偶
を
眺
め
な
が
ら
、

函
館
に
息
づ
く
縄
文
の

こ
こ
ろ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

夜

は

海

鮮

居

酒

屋

『
い
さ
り
』
で
大
懇
親

会
！
函
館
名
物
の
イ
カ

の
活
魚
珍
味
に
舌
鼓
を

打
ち
、
美
味
し
い
お
酒

が
ど
ん
ど
ん
進
み
ま
し

た
。二

日
目
は
、
北
海
道

が
誇
る
名
誉
横
綱
・
千

代
の
山
と
千
代
の
富
士

の
記
念
館
を
見
学
。
そ

の
後
は
函
館
朝
市
で
海

鮮
丼
を
い
た
だ
き
、
み

ん
な
大
量
の
お
土
産
を

抱
え
て
新
幹
線
へ
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
旅
に
な
っ

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
で
す
！
。

岩
手
農
林
支
部
交
流
会in

函
館
：
笑
顔
と

美
味
し
さ
に
包
ま
れ
た
2
日
間



引
き
上
げ
の
裏
で
広

が
る
地
域
格
差
と
発

効
遅
延

今
年
度
の
最
低
賃
金

改
定
は
、
全
国
的
に
大

幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
た
一
方
で
、
発
効
日

の
遅
れ
が
深
刻
な
問
題

と
し
て
浮
上
し
て
い
ま

す
。

暮
ら
し
の
土
台
が
揺

ら
ぐ
今
、
制
度
の
信

頼
性
を
ど
う
守
る
か

地
域
格
差
と
発
効
日

の
遅
れ
の
実
態
全
国
加

重
平
均
額
は
昨
年
度
よ

り
66

円
増
の
１
１
２
１

円
で
、
目
安
制
度
開
始

以
来
の
最
高
額
。
最
高

額
は
東
京
都
の
１
２
２

６
円
、
最
低
額
は
高
知

県
・
沖
縄
県
な
ど
の
１

０
２
３
円
で
、
地
域
間

格
差
は
２
７
５
円
に
拡

大
し
た
。

最
低
賃
金
、
上
が
る

け
ど
届
か
な
い
。
発

効
遅
延
の
深
刻
な
影

響
。発

効
日
は
例
年
10
月

頃
が
主
流
で
し
た
が
、

今
年
は
２
０
２
６
年
3

月
31
日
発
効
と
い
う
地

域
も
あ
り
、
半
年
の
発

効
遅
れ
で
、
東
京
都
と

の
収
入
差
は
28
万
円
以

上
に
も
な
る
と
い
う
、

ま
す
ま
す
格
差
が
広
が

り
ま
す
。

岩
手
か
ら
見
え
る

全
国
の
課
題
：
最
低

賃
金
と
地
域
格
差
の

行
方岩

手
県
の
状
況
岩
手

県
は
79
円
引
き
上
げ
で

１
０
３
１
円
に
改
定
。
発

効
日
は
12
月
1
日
と
、

例
年
よ
り
約
２
か
月
遅

れ
。暮

ら
し
の
土
台
が

揺
ら
ぐ
時
代
に
、
最

低
賃
金
は
ど
う
あ
る

べ
き
か

問
題
点
と
背
景
発
効

日
遅
延
の
背
景
に
は
、

経
団
連
な
ど
財
界
の
意

向
が
あ
る
と
さ
れ
、
企

業
の
準
備
期
間
確
保
を

理
由
に
し
て
い
ま
す
。

春
闘
の
賃
上
げ
が
非
正

規
労
働
者
に
波
及
し
に

く
く
な
り
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
理
念
に
反

す
る
。

最
低
賃
金
制
度
の
限

界
と
改
善
策
制
度
の

信
頼
性
が
問
わ
れ
る

今
地
域
間
の
生
活
水
準

や
購
買
力
に
大
き
な
差

が
生
ま
れ
、
地
方
の
労

働
者
の
尊
厳
が
損
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
最
低
賃
金
の

「
引
き
上
げ
」
そ
の
も
の

が
空
回
り
し
て
し
ま
う

危
険
も
あ
る
。

制
度
改
善
の
た
め
の

主
な
ポ
イ
ン
ト

発
効
日
の
統
一
と
早

期
化
最
低
賃
金
の
改
定

は
原
則
30
日
以
内
に
発

効
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
、

今
年
は
半
年
以
上
遅
れ

る
地
域
も
。
春
闘
の
成

果
を
非
正
規
雇
用
者
に

早
く
届
け
る
た
め
に
も
、

全
国
一
律
で
原
則
30
日

以
内
の
発
効
を
徹
底
し
、

全
国
一
律
で
10
月
発
効

な
ど
の
ル
ー
ル
化
が
必

要
。

引
き
上
げ
と
発
効
遅

延
が
生
む
新
た
な
格

差
地
域
格
差
の
是
正
現

在
、
最
高
額
と
最
低
額

の
差
は
２
７
５
円
。
地

域
の
生
活
費
や
物
価
を

考
慮
し
つ
つ
、
全
国
平

均
に
近
づ
け
る
た
め
の

段
階
的
な
調
整
が
求
め

ら
れ
る
。

最
低
賃
金
改
定
の

落
と
し
穴

中
小
企
業
へ
の
支
援

強
化
最
低
賃
金
引
き
上

げ
に
対
応
す
る
た
め
、

政
府
は
以
下
の
支
援
策

を
拡
充
中
「
業
務
改
善

助
成
金
やIT
導
入
補
助

金
」
な
ど
の
制
度
を
も
っ

と
使
い
や
す
く
。
政
治

的
透
明
性
の
確
保
が
重

要
で
す
。

企
業
の
制
度
整
備
支

援
賃
金
体
系
の
見
直
し
、

就
業
規
則
の
改
定
、
労

働
時
間
管
理
の
徹
底
な

ど
、
企
業
側
の
対
応
も

不
可
欠
で
、
労
務
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、

専
門
家
に
よ
る
相
談
窓

口
の
充
実
も
必
要
で
す
。

最
低
賃
金
は
誰
の
た

め
に
あ
る
の
か
？

政
治
的
透
明
性
の
確

保
財
界
の
意
向
で
発
効

日
が
遅
れ
る
よ
う
な
事

例
は
、
制
度
の
公
平
性

を
損
な
う
。
審
議
会
の

議
事
録
公
開
や
構
成
の

見
直
し
で
、
公
平
性
を

担
保
す
る
必
要
で
す
。

「
最
低
賃
金
は
暮
ら
し

の
土
台
」
、
そ
の
土
台
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い

と
、
ど
ん
な
に
引
き
上

げ
て
も
空
回
り
に
な
り

ま
す
。

秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
、

鉄
道
の
現
場
で
は
「
落

葉
に
よ
る
空
転
」
の
季

節
が
始
ま
り
ま
す
。
線

路
に
積
も
っ
た
落
葉
が

機
関
車
の
車
輪
と
レ
ー

ル
の
間
で
圧
縮
さ
れ
、

樹
脂
状
の
油
分
が
レ
ー

ル
表
面
に
付
着
す
る
こ

と
で
、
車
輪
が
空
転
し

や
す
く
な
る
の
で
す
。

こ
の
現
象
は
、
列
車

の
速
度
低
下
や
タ
イ
ヤ

の
損
傷
、
さ
ら
に
は
遅

延
や
登
坂
中
の
停
止
と

い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
登
り
坂
で

は
、
列
車
が
立
ち
往
生

し
、
救
援
列
車
の
出
動

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

機
関
士
は
、
空
転
防

止
の
た
め
に
砂
を
ま
い

て
摩
擦
を
高
め
る
な
ど

の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

安
全
運
行
に
努
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
根
本
的
な

予
防
策
と
し
て
、
線
路

沿
い
の
樹
木
の
伐
採
が

重
要
で
す
。
紅
葉
の
美

し
い
季
節
で
は
あ
り
ま

す
が
、
鉄
路
の
安
全
を

守
る
た
め
、
関
係
機
関

に
は
伐
採
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
総
研
の
研
究
報
告

山
間
部
の
線
区
で
は
、

落
葉
が
車
輪
と
レ
ー
ル

の
間
の
粘
着
力
を
低
下

さ
せ
、
空
転
や
滑
走
を

引
き
起
こ
す
。

空
転
は
遅
延
や
運
休

の
原
因
と
な
り
、
滑
走

は
信
号
冒
進
や
駅
で
の

オ
ー
バ
ー
ラ
ン
な
ど
、

安
全
上
の
重
大
な
問
題

を
引
き
起
こ
す
。

落
葉
が
踏
み
潰
さ
れ

て
レ
ー
ル
に
付
着
し
、

タ
ン
ニ
ン
鉄
を
含
む
黒

色
皮
膜
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
で
、
粘
着
力
が
著

し
く
低
下
す
る
。

実
験
で
は
、
湿
潤
条

件
下
で
こ
の
黒
色
皮
膜

が
ペ
ー
ス
ト
状
に
な
り
、

空
転
・
滑
走
が
顕
著
に

発
生
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
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御
巣
鷹
の
５
２
０
の
霊
は
眠
れ
な
い

今
か
ら
40
年
前
１
９
８
５
年
８
月
12
日
日

航
１
２
３
便

群
馬
御
巣
鷹
の
峰
に
墜
落

相
模
湾
上
空
で
尾
翼
を
失
い
横
田
基
地
に
南

か
ら
緊
急
着
陸
し
よ
う
と
す
る
が
、
北
か
ら

入
れ
と
の
指
令
進
路
を
立
て
な
お
し
つ
つ
あ

る
時
ミ
サ
イ
ル
で
撃
た
れ
て
墜
落
し
た
。

事
故
原
因
の
圧
力
隔
壁
説
は
機
内
で
急
減
圧

が
起
き
な
か
っ
た
こ
と
を
説
明
で
き
な
い
。

自
衛
隊
納
入
前
の
自
衛
艦
が
相
模
湾
上
空
で

飛
ば
し
て
い
た
ミ
サ
イ
ル
訓
練
の
た
め
の
無

人
標
的
機
が
日
航
１
２
３
便
の
尾
翼
に
右
か

ら
衝
突
し
た
と
の
説
。

総
理
大
臣
中
曽
根
康
弘
は
自
衛
隊
に
傷
が
つ

く
こ
と
は
何
と
し
て
も
避
け
た
か
っ
た
。

８
月
15
日
、
盛
岡
は
太
陽
が
さ

ん
さ
ん
と
輝
き
暑
か
っ
た
。
お

日
さ
ま
に
会
っ
て
、
気
温
を
下

げ
て
と
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

た
。お

日
さ
ま
は
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
夕

日
を
追

い
か
け

て
西
の

山

に

（
秋
田

駒
に
国
見
登
山
口
か
ら
）
登
っ

た
。
途
中
で
暗
く
な
っ
た
が
、

ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
音
量
を
上
げ
、

熊
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
進
ん
だ
。
あ
と
少
し
で

男
岳
頂
上
だ
。
す
る
と
後
か
ら

お
日
さ
ま
が
出
て
き
た
。

た
ま
げ
た
わ
た
し
は
「
い
つ
あ

な
た
を
追
い
越
し
た
の
か
な
？
」

と
聞
い
た
。
す
る
と
「
や
は
り

お
前
さ
ん
は
ぼ
ん
く
ら
だ
な
あ
。

ヒ
ッ
、
ヒ
ッ
」
と
笑
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
は
人
間

活
動
が
原
因
だ
と
教
わ
っ
た
。

※
こ
の
お

話

は

落

語

（
五
代
目
柳

家
小
さ
ん
）

の
ま
く
ら
を

お
借
り
し
た
。
天
日
干
し
し
た

自
分
の
ま
く
ら
が
熱
か
っ
た
の

で
…
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
つ
ぶ
や
き
、

太
陽
は
何
回
出
た
だ
ろ
う
。
難

解
か
な
。

細
川
忠
雄

９

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
、
線

路
使
用
料
を
支
払
い
な

が
ら
全
国
各
地
で
貨
物

列
車
を
運
行
し
て
お
り

ま
す
。
乗
務
員
は
「
安

全
・
安
心
」
を
基
本
理

念
と
し
、
荷
主
の
大
切

な
貨
物
を
確
実
に
届
け

る
た
め
、
日
々
最
大
限

の
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。運

転
業
務
に
お
い
て

は
、
線
路
お
よ
び
信
号

機
の
状
況
を
目
視
に
て

確
認
し
、
安
全
運
行
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
動
物
と

の
衝
突
や
、
線
路
脇
の

樹
木
・
雑
草
の
繁
茂
に

よ
り
、
信
号
機
の
視
認

性
が
低
下
す
る
な
ど
、

安
全
運
行
に
支
障
を
き

た
す
事
象
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
組
合
か
ら
は
関
係

機
関
へ
改
善
の
申
し
入

れ
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
未
だ
対
応

が
な
さ
れ
て
い
な
い
箇

所
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

安
全
運
行
の
維
持
は
、

乗
務
員
の
努
力
の
み
な

ら
ず
、
線
路
周
辺
の
環

境
整
備
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
組
合

と
し
て
も
、
こ
う
し
た

現
場
の
声
を
重
く
受
け

止
め
、
早
期
の
改
善
を

強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
乗
務
員
が
安

心
し
て
業
務
に
従
事
で

き
る
環
境
の
整
備
に
向

け
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。


